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何をやったのか？

どのようにやったのか？
紫外切断（cuttoffのこと）をくりこみ群方程式から見積り
紫外切断以下で４次元有効ラグランジアンを構築
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→ひたすらループ計算

結果はどうか

・ATLAS CMSにおけるヒッグス→ボゾンの崩壊分岐による制限
　　　　　　　　　→　mUED
　　　　　　→　６次元UED：模型毎に

ターゲットにする模型達と４次元有効理論

紫外切断の上限を真空の不安定性（vacuum stability）から見積もる
紫外切断を見積もる

 Vacuum stability 

不安定真空

どこかのスケールで

安定真空

ヒッグスの有効自己相互作用    が零になるスケール
　　　　　　　　　           ＝vacuum stability bound

UED模型におけるくりこみ群方程式

計算不能な領域がやってくる前に紫外切断　があると思いましょう

模型毎の　　　　　を見積もる

ヒッグス自己相互作用　に対し

　Vacuum stability bound　　　は

　と書ける→模型毎に　　　　　を調べなくては・・

　　がTeVスケールだと思え
ば　　　　　はほぼ定数

 ヒッグス崩壊分岐＠LHC    S,T パラメータ

 UED模型のヒッグス崩壊 UED模型におけるS、Tパラメータ

 Exclusion confidence level

LHCのヒッグス崩壊分岐データ＆S、TパラメータからUED模型に
どのような制限がつくか？　→　mUEDと７種類の６次元UEDを比較

・KK topがS、Tを大きく増加させる

・KKヒッグス、KKボゾンがS、Tを若干減らす

・topと比べて質量が極めて小さい
　　　→top以外の世代の寄与を無視

グルーオン融合ヒッグス生成は
KKループにより増加

(Latest S,T data : 2012,Sep. PDG)

・S、Tパラメータによる制限
　　　　　　　　　→　mUED
　　　　　　→　６次元UED：模型毎に

２σ exclusion limitとしてコンパクト化スケール　　　に対し

４D 
セットアップ

・SMは全て
　バルクに飛ぶ

・バルク質量項は
　　　　　無い

・膜相互作用も
　　　　　無い

プロジェクティブ
系

トーラス スフィア

各　にいくつか
のstateが縮退

タイプ

模型

KK質量

mUED

SM（ゼロモード）とKKの結合はSMと同じ
（但し各ツリーレベルの頂点でKKモード数が保存すべし）

無限モードのKKタワー：
構造が模型毎に異なる

5D&6D 
セットアップ

KK展開＆余剰次元積分

SMと同じ結合 　　　　なら
この結合はない

※６次元模型のコンパクト化
　半径はとりあえず　　　
　ととっておく
→後々　
　の場合も見せる

我々の仮定 ：
紫外切断はvacuum stability boundギリギリ手前にある
　（→ネタバレするとvacuum stability boundが低いスケールに出るので
　　　　やたら低い紫外切断を考えてもあまりうれしくない　　　　　　　　）

KKタワーの構造に応じて
KKループが現れる

以下
　　　　　　　　
　　　　　　　　　　とする
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模型
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mUED 5.0

NEW!!

を使って解析すればよい

γγ

ZZ ＆ WW

Vbb & Vττ

VH

ggH

ツリーでのヒッグス生成、崩壊は
SMと変わらず

光子二体への崩壊は
KKループで若干減る

ボゾンへの崩壊はほぼ
グルーオン融合由来の
ヒッグスに起因する
→崩壊分岐比は
　　　SMより上がる

フェルミオニックな崩壊は
VH由来  → SMと変わらず

mUED

6D UEDs

 おまけ

ゲージボゾンの二点関数に対する補正が
S、Tパラメータを与える

S=0.05±0.09  ,  T=0.08±0.07 
ρ=+0.91 (correlation matrix)

 Exclusion confidence level

mUED

6D UEDs

の場合・・

の３模型に関しては　　　　　　　が考えられる

→極端な場合　　　　　　を仮定して解析してみる

NEW!!

NEW!!

点線・・S、Tの結果
実践・・ヒッグス崩壊分岐の結果

　　　　と　　　　　　　　は　　　　　　　の
極限では同じ振る舞いをする

　　　のみ若干違う振る舞い ←  KKタワーの歯抜け構造による
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